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拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
深
津
睦
夫
令
和
元
年
十
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
五
号
抜
刷
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
五
号
令
和
元
年
十
月
十
日
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
深
津
睦
夫
□
要
旨
拾
遺
和
歌
集
の
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
に
は
二
十
首
の
大
嘗
会
和
歌
を
収
め
る
。
大
嘗
会
和
歌
は
、
後
撰
集
を
除
く
歴
代
勅
撰
集
の
す
べ
て
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
拾
遺
集
の
そ
れ
は
、
冷
泉
・
円
融
両
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
の
み
を
多
数
収
め
る
と
い
う
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
本
稿
は
、
歴
代
の
大
嘗
会
和
歌
を
集
成
し
た
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
所
載
の
両
天
皇
時
の
和
歌
と
、
そ
れ
を
詠
進
し
た
大
中
臣
能
宣
・
清
原
元
輔
・
平
兼
盛
の
家
集
所
収
歌
と
の
関
係
を
検
討
し
、
両
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
詠
進
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
拾
遺
集
が
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
採
録
し
た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
拾
遺
集
所
収
の
両
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
は
、
大
嘗
会
に
お
い
て
実
際
に
「
楽
」
と
し
て
奏
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
詠
進
者
の
家
集
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
大
嘗
会
催
行
の
責
任
者
の
許
に
提
出
さ
れ
た
三
人
の
詠
進
歌
す
べ
て
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
歌
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
□
キ
ー
ワ
ー
ド
拾
遺
和
歌
集
大
嘗
会
和
歌
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
大
中
臣
能
宣
清
原
元
輔
平
兼
盛
―1―
は
じ
め
に
拾
遺
和
歌
集
（
以
下
「
拾
遺
集
」）
の
巻
第
十
の
巻
名
は
「
神
楽
歌
」
で
、
四
十
五
首
の
歌
を
収
め
る
が
、
そ
の
う
ち
宮
中
で
行
わ
れ
る
神
事
歌
謡
と
し
て
の
神
楽
歌
と
一
致
す
る
の
は
巻
頭
の
十
一
首
だ
け
で
あ
る
。
残
る
三
十
四
首
は
神
詠
歌
、
神
社
参
詣
の
際
の
詠
歌
、
屏
風
歌
等
で
あ
る
が
、
中
で
も
大
嘗
会
和
歌
が
二
十
首
と
多
数
を
占
め
て
い
る
。
安
和
元
年
の
第
六
三
代
冷
泉
天
皇
の
際
の
十
一
首
と
、
天
禄
元
年
の
第
六
四
代
円
融
天
皇
の
際
の
九
首
で
あ
る
。
大
嘗
会
和
歌
は
、
最
初
の
勅
撰
集
で
あ
る
古
今
和
歌
集
（
以
下
「
古
今
集
」）
以
下
、
後
撰
和
歌
集
を
除
く
二
十
の
勅
撰
集
の
す
べ
て
に
入
集
し
て
い
る
。
古
今
集
で
は
巻
第
二
十
の
「
神
遊
び
の
歌
」
の
一
連
の
歌
の
最
後
に
五
首
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
拾
遺
和
歌
集
（
以
下
「
後
拾
遺
集
」）
以
後
の
各
集
で
は
基
本
的
に
賀
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
（
1
）、
千
載
・
続
古
今
・
続
千
載
の
三
集
で
は
、
賀
部
と
神
祇
部
の
両
方
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
神
祇
部
に
入
集
し
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
大
嘗
会
和
歌
の
う
ち
の
「
神
楽
歌
」
で
あ
る
。
ま
た
、
古
今
集
と
後
拾
遺
集
以
後
の
勅
撰
集
に
お
い
て
は
、
複
数
の
天
皇
の
そ
れ
を
時
代
順
に
配
す
る
の
が
通
例
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
天
皇
時
の
歌
数
は
一
首
か
二
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
歴
代
勅
撰
集
と
比
べ
て
、
拾
遺
集
の
大
嘗
会
和
歌
の
入
集
の
仕
方
は
か
な
り
特
異
で
あ
る
。
巻
第
十
の
入
集
歌
は
、
二
代
の
天
皇
の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
歌
数
が
そ
れ
ぞ
れ
十
一
首
と
九
首
と
い
う
多
数
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
巻
第
五
・
賀
に
も
一
首
入
集
し
て
い
る
（
2
）。
大
嘗
会
和
歌
の
詠
進
は
第
五
四
代
仁
明
天
皇
時
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
式
は
、
何
段
階
か
を
経
て
、
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
の
第
六
七
代
三
条
天
皇
の
大
嘗
祭
に
至
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
3
）。
こ
れ
以
後
、
形
式
は
固
定
化
す
る
が
、
後
拾
遺
集
の
―2―
奏
覧
（
応
徳
三
年
〈
一
〇
八
六
〉）
は
、
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
拾
遺
集
の
撰
集
（
寛
弘
二
～
四
〈
一
〇
〇
五
～
〇
七
〉
頃
か
）
は
、
形
式
の
固
定
化
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
拾
遺
集
に
お
け
る
大
嘗
会
和
歌
の
特
異
な
あ
り
方
に
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
冷
泉
・
円
融
両
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
詠
進
さ
れ
た
か
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
、
拾
遺
集
撰
者
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
採
録
し
た
の
か
を
考
え
た
い
。
一
、
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
論
述
の
都
合
上
、
以
下
に
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
（
4
）。
大
嘗
会
和
歌
と
は
、
大
嘗
祭
に
行
わ
れ
る
節
会
の
た
め
に
詠
進
さ
れ
た
歌
で
、
風
俗
歌
と
屏
風
歌
と
が
あ
る
。
大
嘗
祭
は
、
十
一
月
中
の
卯
日
に
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
、
辰
日
と
巳
日
に
節
会
、
午
日
に
豊
明
節
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
神
事
と
節
会
で
は
、
悠
紀
・
主
基
の
国
の
貢
ぎ
物
が
献
じ
ら
れ
、
宴
が
あ
り
、
歌
謡
が
奏
さ
れ
る
が
、
そ
の
歌
謡
が
風
俗
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
節
会
の
場
に
は
悠
紀
・
主
基
の
国
に
ち
な
ん
だ
絵
の
描
か
れ
た
屏
風
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
屏
風
に
貼
ら
れ
る
歌
が
屏
風
歌
で
あ
る
。
形
式
が
整
っ
た
平
安
時
代
中
期
以
降
は
、
悠
紀
方
・
主
基
方
そ
れ
ぞ
れ
風
俗
歌
十
首
、
屏
風
歌
十
八
首
の
二
十
八
首
が
、
各
一
名
の
歌
人
に
よ
っ
て
詠
進
さ
れ
た
。
そ
の
二
十
八
首
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
風
俗
歌
十
首
＝
稲
舂
歌
、
神
楽
歌
、
辰
日
風
俗
歌
（
参
入
音
声
・
楽
破
・
楽
急
・
退
出
音
声
）、
巳
日
風
俗
歌
（
参
入
音
声
・
楽
破
・
楽
急
・
退
出
音
声
）
各
一
首
。
屏
風
歌
十
八
首
＝
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
・
己
帖
各
三
首
。
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
―3―
風
俗
歌
の
う
ち
、
稲
舂
歌
は
、
大
嘗
祭
の
第
一
日
目
卯
日
の
儀
に
お
い
て
、
天
皇
が
大
嘗
宮
に
入
る
際
に
、
悠
紀
・
主
基
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
稲
を
舂
き
な
が
ら
奏
さ
れ
る
。
神
楽
歌
は
、
巳
日
の
夜
に
お
こ
な
わ
れ
る
清
暑
堂
御
神
楽
に
お
い
て
奏
さ
れ
る
。
風
俗
歌
は
、
辰
日
・
巳
日
に
、
悠
紀
・
主
基
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
献
上
さ
れ
る
際
に
奏
さ
れ
る
。
右
の
風
俗
歌
・
屏
風
歌
二
十
八
首
と
い
う
の
は
、
当
初
か
ら
そ
の
よ
う
な
形
式
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
時
代
を
経
て
徐
々
に
整
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
の
大
筋
は
藤
田
百
合
子
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
5
）。
藤
田
は
主
と
し
て
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』（
書
陵
部
蔵
（
6
））
を
用
い
て
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
以
下
、
同
書
を
検
討
対
象
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
は
、
歴
代
の
大
嘗
会
和
歌
の
集
成
書
で
あ
る
。
第
一
部
「
撰
集
抜
書
」、
第
二
部
「
大
嘗
会
和
歌
作
者
例
」、
第
三
部
「
和
歌
」
か
ら
成
り
、
第
三
部
「
和
歌
」
に
、
第
五
四
代
仁
明
天
皇
か
ら
第
一
一
六
代
桃
園
天
皇
ま
で
の
三
十
二
度
の
大
嘗
会
和
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
高
倉
天
皇
を
「
当
今
」
と
記
し
、
そ
の
後
に
再
び
後
堀
河
天
皇
も
「
当
今
」
と
記
し
、
さ
ら
に
室
町
時
代
の
後
花
園
天
皇
、
江
戸
時
代
の
桜
町
・
桃
園
天
皇
の
分
ま
で
収
録
し
て
い
る
の
で
、
数
次
の
書
き
継
ぎ
に
よ
っ
て
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
の
書
き
方
も
ま
ち
ま
ち
で
、
こ
れ
は
原
資
料
の
形
態
を
残
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』（
以
下
『
詠
歌
』）
の
記
事
は
、
三
条
天
皇
以
前
の
そ
れ
と
三
条
天
皇
以
後
の
そ
れ
と
で
様
相
を
異
に
す
る
。
三
条
天
皇
以
前
の
記
事
を
簡
潔
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
仁
明
～
醍
醐
天
皇
時
の
題
詞
は
「
風
俗
」
と
あ
る
の
み
。
朱
雀
天
皇
時
は
「
稲
舂
歌
」
と
あ
る
の
み
。
し
か
し
、
村
上
天
皇
時
に
は
「
風
俗
神
歌
」「
稲
舂
歌
」「
参
入
音
声
」「
楽
破
」「
楽
急
」「
退
出
音
声
」
等
、
後
の
三
条
天
皇
以
降
の
組
織
の
要
素
が
だ
い
た
い
出
揃
っ
て
い
る
。
冷
泉
天
皇
の
時
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
形
で
あ
る
。
た
だ
し
、
冷
泉
天
皇
の
そ
れ
は
悠
紀
方
だ
け
で
二
十
四
首
も
の
歌
が
あ
る
。
円
融
天
皇
の
場
合
は
「
神
歌
」
や
「
参
入
音
声
」
等
の
題
詞
が
な
く
、
歌
数
は
悠
紀
方
十
六
首
、
主
基
方
五
首
で
あ
る
。
花
山
天
皇
に
つ
い
て
は
記
事
そ
の
も
の
が
な
い
。
一
条
天
皇
の
場
合
は
題
詞
が
記
さ
れ
て
―4―
お
ら
ず
、
歌
数
は
悠
紀
方
七
首
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
詠
進
歌
人
の
人
数
が
、
冷
泉
・
円
融
の
場
合
は
悠
紀
方
だ
け
で
三
名
、
花
山
天
皇
の
時
は
二
名
、
一
条
天
皇
以
下
は
一
名
と
（
7
）、
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
条
天
皇
ま
で
は
、
形
式
も
整
っ
て
お
ら
ず
、
歌
数
も
不
揃
い
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
三
条
天
皇
に
至
っ
て
、
風
俗
歌
十
首
、
屏
風
歌
十
八
首
が
揃
い
、
以
後
は
、
ほ
ぼ
同
形
式
で
継
続
し
て
い
る
。
藤
田
は
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
資
料
的
に
信
頼
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
独
自
の
所
伝
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
形
式
・
歌
数
の
不
安
定
さ
は
、
風
俗
歌
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
大
嘗
会
和
歌
の
歴
史
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
（
1
）
純
粋
な
悠
紀
主
基
両
斎
国
の
風
俗
歌
（
在
地
の
歌
謡
）
時
代
（
2
）
風
俗
歌
の
新
作
時
代
（
仁
明
天
皇
以
後
）
（
3
）
屏
風
歌
付
加
整
備
時
代
（
三
条
天
皇
以
後
）
ま
た
、
風
俗
歌
が
新
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
仁
明
天
皇
時
の
そ
れ
は
、
現
在
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は
一
首
の
み
で
あ
り
、
幾
代
か
を
経
て
、
定
型
の
十
首
形
式
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
定
型
の
成
立
時
期
は
村
上
天
皇
時
と
見
て
い
る
。
藤
田
の
こ
の
見
方
、
特
に
三
段
階
の
展
開
と
い
う
と
ら
え
方
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
定
型
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
三
条
天
皇
時
ま
で
引
き
下
げ
る
見
方
も
あ
る
（
8
）。
こ
れ
は
、『
詠
歌
』
の
記
事
は
風
俗
歌
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
藤
田
の
考
え
を
冷
泉
～
一
条
天
皇
の
時
代
に
も
当
て
は
め
て
、
そ
の
間
の
形
式
・
歌
数
が
多
様
で
あ
る
の
を
、
い
ま
だ
詠
進
形
式
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
反
映
と
見
て
の
説
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
て
ば
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
冷
泉
・
円
融
両
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
は
、
十
首
の
定
型
と
は
異
な
る
形
式
で
詠
進
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
は
た
し
て
そ
う
な
の
か
。
村
上
天
皇
時
に
一
度
は
定
型
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
―5―
は
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
来
は
、『
詠
歌
』
の
記
事
が
、
実
際
に
詠
進
さ
れ
た
歌
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
個
々
の
記
事
の
内
容
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
改
め
て
『
詠
歌
』
の
記
事
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
両
天
皇
時
に
詠
進
さ
れ
た
大
嘗
会
和
歌
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
た
い
と
思
う
。
二
、
元
輔
・
兼
盛
・
能
宣
の
家
集
『
詠
歌
』
の
記
事
の
検
討
に
入
る
前
に
、
歌
の
詠
進
者
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
三
条
天
皇
以
降
の
大
嘗
会
和
歌
と
冷
泉
・
円
融
両
天
皇
の
そ
れ
と
の
大
き
な
違
い
の
一
つ
に
、
詠
進
者
の
数
が
あ
る
。
三
条
天
皇
以
降
は
悠
紀
・
主
基
方
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
歌
人
が
詠
進
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
冷
泉
・
円
融
天
皇
の
際
は
、
悠
紀
方
だ
け
で
三
名
の
歌
人
が
詠
進
し
て
い
る
（
9
）。
冷
泉
天
皇
時
の
詠
進
者
は
、
清
原
元
輔
・
平
兼
盛
・
大
中
臣
能
宣
、
円
融
天
皇
の
そ
れ
は
、
大
中
臣
能
宣
・
平
兼
盛
・
中
務
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
冷
泉
天
皇
の
際
の
歌
人
三
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
家
集
に
大
嘗
会
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
円
融
天
皇
時
に
つ
い
て
は
、
三
人
の
う
ち
の
能
宣
だ
け
で
あ
る
が
、
や
は
り
家
集
に
大
嘗
会
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
拾
遺
集
や
『
詠
歌
』
の
撰
集
資
料
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
以
下
、
三
名
の
家
集
に
つ
い
て
順
番
に
述
べ
る
（
10
）。
ま
ず
元
輔
集
に
つ
い
て
。
伝
本
は
二
類
五
種
に
分
類
さ
れ
る
が
、
大
嘗
会
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
第
二
類
の
尊
経
閣
文
庫
本
（『
新
編
私
家
集
大
成
』
Ⅲ
）
だ
け
で
あ
る
。
一
七
九
番
の
詞
書
に
「
れ
い
せ
ん
院
の
御
と
き
の
た
い
上
ゑ
の
う
た
」
と
あ
っ
て
、「
い
く
ち
た
ひ
き
み
か
み
よ
に
は
あ
ふ
み
な
る
い
ほ
ひ
の
か
は
の
す
ま
む
と
す
ら
む
」
以
下
、
一
八
七
番
ま
で
九
首
が
存
す
る
。
そ
れ
に
続
く
一
八
八
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番
歌
は
「
い
く
ち
た
ひ
き
み
か
み
よ
に
は
は
り
ま
な
る
た
ま
つ
く
り
か
は
す
ま
む
と
す
ら
む
」（「
は
り
ま
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
「
あ
ふ
み
」
と
傍
書
す
る
）
と
い
う
歌
で
あ
る
が
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
七
九
番
歌
と
そ
っ
く
り
で
、
国
名
の
「
あ
ふ
み
」
を
「
は
り
ま
」
に
、
川
名
の
「
い
ほ
ひ
の
か
は
の
」
を
「
た
ま
つ
く
り
か
は
」
に
改
め
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
二
首
は
「
い
や
た
か
の
み
ね
」
（
一
八
九
）「
な
か
ひ
こ
の
や
ま
」（
一
九
〇
）
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
山
の
所
在
地
は
播
磨
国
で
あ
る
。
冷
泉
天
皇
時
の
悠
紀
国
は
近
江
、
主
基
国
は
播
磨
で
あ
る
か
ら
、
一
八
八
～
一
九
〇
の
三
首
は
、
そ
の
時
の
主
基
の
詠
進
歌
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
輔
は
、
悠
紀
の
歌
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
基
の
歌
人
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
七
九
番
歌
と
一
八
八
番
歌
は
、
国
名
・
地
名
だ
け
を
差
し
替
え
て
悠
紀
歌
と
主
基
歌
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
大
嘗
会
和
歌
の
よ
う
な
儀
式
歌
の
詠
じ
方
を
示
唆
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
表
現
の
独
自
性
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
元
輔
集
（
Ⅲ
類
）
の
末
尾
に
は
、「
よ
に
わ
る
き
ほ
ん
な
り
」
と
あ
り
、
書
写
者
が
本
文
に
問
題
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
次
に
兼
盛
集
。
伝
本
は
、
正
保
版
歌
仙
家
集
本
系
（
Ⅰ
）、
西
本
願
寺
蔵
三
十
六
人
集
本
系
（
Ⅱ
）、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
（
Ⅲ
）
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
系
統
の
本
に
も
大
嘗
会
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
小
異
が
あ
り
、
Ⅰ
類
本
は
十
一
首
、
Ⅱ
類
本
は
十
首
、
Ⅲ
類
本
は
九
首
を
収
め
る
。
Ⅰ
類
本
は
、
ま
ず
「
大
嘗
会
歌
」
と
記
し
て
、
次
に
「
せ
た
の
は
し
」
と
い
う
題
詞
を
置
い
て
、「
ひ
つ
き
も
の
た
え
す
そ
な
ふ
る
あ
つ
ま
ち
の
せ
た
の
な
か
は
し
音
も
と
ゝ
ろ
に
」（
一
〇
五
）
と
い
う
歌
を
記
す
が
、
そ
れ
以
後
は
題
詞
を
置
か
ず
、「
万
代
を
も
ち
そ
さ
か
え
ん
近
江
な
る
お
も
の
ゝ
は
ま
の
あ
ま
の
ひ
つ
き
は
」（
一
〇
六
）
以
下
一
一
五
番
ま
で
十
首
を
配
す
る
。
Ⅱ
類
本
は
、「
い
つ
れ
の
み
か
と
の
御
と
き
に
か
あ
ら
む
、
た
い
さ
う
ゑ
の
歌
」
と
題
し
て
、「
よ
ろ
つ
よ
を
も
ち
そ
さ
か
え
む
あ
ふ
み
な
る
お
も
の
ゝ
は
ま
の
あ
ま
の
ひ
つ
き
は
」（
一
）
以
下
一
〇
番
ま
で
の
十
首
を
配
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ⅰ
類
本
の
一
〇
五
番
歌
欠
く
。
Ⅲ
類
本
は
、「
い
つ
れ
の
み
か
と
の
御
と
き
に
か
」
と
題
し
て
、
九
首
を
配
し
（
一
～
九
）、
Ⅰ
類
本
の
一
〇
五
番
歌
と
「
か
ゝ
み
や
ま
山
ひ
こ
た
か
く
よ
は
ふ
な
り
世
の
さ
か
ゆ
へ
き
か
け
そ
み
ゆ
ら
ん
」（
Ⅰ
類
本
一
一
二
・
Ⅱ
類
本
七
）
を
欠
く
。
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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能
宣
集
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
伝
本
は
、
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
系
（
Ⅰ
）、
正
保
版
歌
仙
家
集
本
系
（
Ⅱ
）
と
、
書
陵
部
蔵
三
十
六
人
集
所
収
本
（
Ⅲ
）
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
が
、
大
嘗
会
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
Ⅰ
類
本
と
Ⅲ
類
本
で
あ
る
。
Ⅰ
類
本
は
、
そ
の
序
文
か
ら
、
能
宣
自
撰
の
花
山
天
皇
へ
の
献
上
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
Ⅲ
類
本
は
、
そ
の
序
や
円
融
朝
の
天
元
三
年
（
九
八
〇
）
ま
で
の
歌
を
収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
融
天
皇
へ
の
自
撰
の
献
上
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
系
統
の
本
に
お
け
る
大
嘗
会
和
歌
の
所
収
状
況
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
Ⅰ
類
本
に
は
、「
冷
泉
院
の
御
時
大
嘗
会
の
悠
紀
の
歌
」
と
詞
書
が
あ
り
、「
き
み
か
み
よ
な
か
ら
の
や
ま
の
か
ひ
あ
り
と
の
と
け
き
く
も
の
ゐ
る
と
き
そ
み
る
」（
一
四
五
）
か
ら
、「
と
き
は
な
る
お
ほ
く
ら
や
ま
の
み
ね
よ
り
も
く
に
の
み
つ
き
は
つ
み
そ
ま
す
へ
き
」
（
一
六
〇
）
ま
で
十
六
首
を
並
べ
る
。
い
ず
れ
の
歌
に
も
「
な
か
ら
山
」・「
お
ほ
く
ら
山
」
等
の
地
名
を
題
詞
と
し
て
記
す
。
次
に
、「
お
な
し
大
嘗
会
の
悠
紀
の
歌
」
と
の
詞
書
が
あ
り
、「
さ
ゝ
れ
い
し
の
山
」
と
「
千
と
せ
の
や
ま
」
を
題
詞
と
す
る
二
首
（
一
六
一
・
一
六
二
）
を
並
べ
る
。
一
方
、
Ⅲ
類
本
で
は
、「
大
嘗
会
の
ゆ
き
の
う
た
、
ゝ
て
ま
つ
れ
と
は
へ
り
し
に
、
な
か
ら
の
や
ま
」
と
い
う
詞
書
を
有
す
る
「
き
み
か
よ
を
な
か
ら
の
山
の
か
ひ
あ
り
と
の
と
け
く
ゝ
も
の
ゐ
る
と
き
そ
み
る
」（
二
三
三
）
を
第
一
首
目
と
し
、
以
下
、「
あ
さ
日
の
さ
と
」
を
題
詞
と
す
る
「
て
り
わ
た
る
あ
さ
日
の
さ
と
を
み
わ
た
せ
は
く
る
へ
く
も
あ
ら
ぬ
き
み
か
み
よ
哉
」（
二
四
二
）
ま
で
、
十
首
を
並
べ
る
。
続
い
て
、「
の
ち
の
と
し
の
、
ゆ
き
の
か
た
に
た
て
ま
つ
る
、
お
な
し
」
と
記
し
て
、「
う
ら
〳
〵
と
い
ま
さ
し
の
ほ
る
ひ
さ
か
た
の
あ
さ
日
の
か
け
に
み
る
か
た
の
し
さ
」（
二
四
三
）
か
ら
「
お
ほ
く
ら
山
」
を
題
詞
と
す
る
「
と
き
は
な
る
お
ほ
く
ら
や
ま
の
み
ね
よ
り
も
く
に
の
み
つ
き
は
つ
き
そ
ま
す
へ
き
」（
二
五
二
）
ま
で
、
や
は
り
十
首
を
並
べ
る
。
さ
ら
に
、「
□
す
の
か
た
、
た
は
の
く
に
な
に
も
し
や
ら
ん
本
の
ま
ゝ
な
り
」
と
の
記
事
が
あ
っ
て
、「
さ
ゝ
れ
い
し
の
山
」
を
題
詞
と
す
る
二
首
（
二
五
三
・
二
五
四
）
と
「
ち
と
せ
の
山
」
を
題
詞
と
す
る
一
首
（
二
五
五
）
を
載
せ
る
。
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両
者
を
比
較
す
る
と
、「
な
か
ら
の
山
」
を
題
と
す
る
一
首
目
か
ら
「
あ
さ
日
の
さ
と
」
を
題
と
す
る
十
首
目
ま
で
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
五
首
目
と
六
首
目
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
）。
大
き
な
違
い
は
、
Ⅲ
類
本
で
は
、
十
首
目
の
次
に
「
の
ち
の
と
し
の
、
ゆ
き
の
か
た
に
た
て
ま
つ
る
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
Ⅰ
類
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
該
当
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
引
用
す
る
。
【
Ⅰ
類
本
】
あ
さ
日
の
さ
と
て
り
の
ほ
る
あ
さ
ひ
の
さ
と
を
み
わ
た
せ
は
つ
く
へ
く
も
あ
ら
ぬ
君
か
み
よ
か
な
（
一
五
四
）
や
す
か
は
や
す
か
は
の
せ
ゝ
に
む
れ
ゐ
る
あ
し
た
つ
は
い
く
そ
ち
と
せ
の
よ
は
ひ
な
る
ら
む
（
一
五
五
）
【
Ⅲ
類
本
】
あ
さ
日
の
さ
と
て
り
わ
た
る
あ
さ
日
の
さ
と
を
み
わ
た
せ
は
く
る
へ
く
も
あ
ら
ぬ
き
み
か
み
よ
哉
（
二
四
二
）
の
ち
の
と
し
の
、
ゆ
き
の
か
た
に
た
て
ま
つ
る
、
お
な
し
う
ら
〳
〵
と
い
ま
さ
し
の
ほ
る
ひ
さ
か
た
の
あ
さ
日
の
か
け
に
み
る
か
た
の
し
さ
（
二
四
三
）
や
す
か
は
や
す
か
は
の
せ
ゝ
に
む
れ
ゐ
る
あ
し
た
つ
は
い
く
そ
ち
と
せ
の
た
め
し
な
る
ら
む
（
二
四
四
）
つ
ま
り
、
Ⅲ
類
本
で
は
、
十
一
首
目
の
二
四
三
番
歌
か
ら
二
五
二
番
歌
ま
で
は
、
そ
れ
以
前
の
十
首
と
は
別
の
大
嘗
会
の
た
め
に
詠
進
し
た
十
首
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
二
三
～
二
四
二
番
歌
は
冷
泉
天
皇
の
、
二
四
三
～
二
五
二
番
歌
は
円
融
院
の
大
嘗
会
和
歌
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ⅰ
類
本
の
場
合
、「
の
ち
の
と
し
の
」
と
い
う
記
事
が
な
い
か
ら
、
一
首
目
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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の
一
四
五
番
歌
か
ら
一
六
〇
番
歌
ま
で
の
す
べ
て
が
冷
泉
天
皇
時
の
悠
紀
の
歌
と
し
か
見
え
な
い
。
ま
た
、
Ⅰ
類
本
の
場
合
、
Ⅲ
類
本
の
二
四
三
・
二
四
六
・
二
四
七
・
二
四
九
に
あ
た
る
歌
が
な
く
、
全
部
で
十
六
首
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
点
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
Ⅰ
類
本
な
ら
ば
一
六
一
番
歌
の
、
Ⅲ
類
本
な
ら
ば
二
五
二
番
歌
の
詞
書
で
あ
る
。
Ⅰ
類
本
の
「
お
な
し
大
嘗
会
の
悠
紀
の
歌
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
が
悠
紀
の
歌
の
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
不
自
然
で
あ
る
。
一
方
、
Ⅲ
類
本
の
「
す
の
か
た
、
た
は
の
く
に
」
と
い
う
の
は
「
主
基
方
、
丹
波
国
」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
が
、
円
融
天
皇
時
の
主
基
国
は
丹
波
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
事
は
そ
れ
に
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
能
宣
は
主
基
方
の
歌
を
も
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、「
さ
ゝ
れ
い
し
の
山
」
の
題
詞
の
下
に
二
首
の
歌
が
あ
る
の
は
不
審
。『
詠
歌
』
に
は
二
五
三
番
歌
が
円
融
院
の
主
基
の
歌
と
し
て
載
る
か
ら
、
二
五
四
番
歌
は
別
の
機
会
の
大
嘗
会
和
歌
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
花
山
天
皇
時
の
主
基
国
は
丹
波
だ
か
ら
、
そ
の
際
の
歌
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
三
名
の
歌
人
は
、
い
ず
れ
も
十
首
前
後
を
詠
進
し
て
い
る
。
各
自
が
詠
ん
だ
地
名
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
元
輔
＝
五
百
井
川
・
長
等
・
鏡
山
・
御
物
浜
・
勢
多
橋
・
安
河
・
宮
浜
・
三
上
山
△
・
朝
妻
山
兼
盛
＝
勢
多
橋
・
御
物
浜
・
祝
○
・
長
等
山
・
大
国
郷
（
Ⅱ
類
、
Ⅰ
・
Ⅲ
類
「
お
ほ
あ
ら
き
の
郷
」）・
安
河
・
鏡
山
・
鏡
山
・
岩
蔵
山
・
と
み
ゆ
か
・
朝
妻
山
能
宣
＝
長
等
山
・
松
ヶ
崎
・
大
倉
山
・
安
河
・
三
上
山
△
・
五
百
井
川
・
鏡
山
・
岩
蔵
山
・
玉
蔭
井
・
朝
日
里
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
重
複
し
て
い
る
地
名
は
多
い
が
、
す
べ
て
同
一
の
地
名
を
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
う
ち
、
〇
印
を
付
し
た
の
は
稲
舂
歌
で
、
△
印
を
付
し
た
の
は
神
歌
と
考
え
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
稲
舂
歌
は
、『
貞
観
儀
式
』
に
よ
れ
ば
、
毎
回
新
た
に
作
成
さ
れ
て
お
り
（
11
）、
事
実
、
朱
雀
天
皇
の
大
嘗
祭
の
時
に
も
新
作
さ
れ
た
こ
と
が
、『
詠
歌
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
「
い
ね
」
あ
る
い
は
「
つ
く
」
と
い
う
表
現
が
必
ず
含
ま
れ
る
の
が
特
徴
で
、
三
名
の
家
集
を
見
る
と
、
兼
盛
集
に
は
「
い
は
ひ
み
つ
か
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は
せ
き
あ
け
て
う
ゑ
し
田
の
い
ね
は
万
代
た
え
て
た
え
に
し
」（
Ⅲ
類
本
二
、
Ⅰ
・
Ⅱ
類
本
は
初
句
「
い
は
の
う
へ
に
」）
が
あ
る
。
元
輔
集
に
は
そ
れ
が
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
詠
歌
』
の
冷
泉
天
皇
時
の
悠
紀
方
の
「
稲
舂
歌
」
は
元
輔
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
家
集
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
詠
進
し
た
と
見
ら
れ
る
。
神
歌
は
、
神
楽
の
採
物
を
詠
む
の
が
一
般
で
、「
榊
」
を
詠
む
例
が
多
い
。
能
宣
集
で
は
、「
ち
は
や
ふ
る
み
か
み
の
や
ま
の
さ
か
き
は
ゝ
さ
か
へ
そ
ま
さ
ん
す
ゑ
の
よ
ま
て
に
」（
Ⅲ
類
本
二
三
七
）、
元
輔
集
に
は
「
よ
ろ
つ
よ
の
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
さ
か
き
は
ゝ
み
か
み
の
や
ま
に
お
ふ
る
な
り
け
り
」（
Ⅲ
類
本
一
八
六
）
が
あ
る
。
三
名
の
歌
人
は
、
冷
泉
天
皇
の
大
嘗
会
に
際
し
て
、
悠
紀
国
近
江
の
地
名
を
詠
ん
だ
歌
を
各
々
十
首
前
後
詠
進
し
た
。
地
名
の
選
択
は
各
歌
人
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
稲
舂
歌
や
神
歌
を
そ
の
中
に
含
む
こ
と
は
、
必
須
で
は
な
い
に
し
ろ
、
大
体
当
初
か
ら
定
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
歌
人
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
歌
を
詠
進
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
手
元
に
も
書
き
残
し
て
、
後
に
家
集
に
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
詠
進
し
た
歌
の
す
べ
て
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
元
輔
と
能
宣
は
主
基
方
の
歌
も
詠
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
家
集
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
『
詠
歌
』
の
内
容
を
検
討
す
る
。
三
、
冷
泉
天
皇
時
の
大
嘗
会
和
歌
『
詠
歌
』
の
冷
泉
天
皇
の
分
か
ら
検
討
す
る
。
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
二
十
四
首
に
上
る
の
で
、
和
歌
本
文
は
省
略
し
、
詞
書
・
作
者
表
記
・
他
出
文
献
を
ま
と
め
て
示
す
。
冷
泉
院
安
和
元
年
十
一
月
日
悠
紀
風
俗
十
首
近
江
国
一
六
二
稲
舂
歌
野
洲
郡
元
輔
民
部
丞
清
原
［
他
出
な
し
］
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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一
六
三
神
歌
三
上
山
能
宣
神
祇
少
副
大
中
臣
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
六
四
参
入
音
声
歌
打
出
浜
兼
盛
［
他
出
な
し
］
一
六
五
楽
破
歌
鏡
山
同
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
］
一
六
六
楽
急
歌
三
尾
山
元
輔
［
他
出
な
し
］
一
六
七
退
出
音
声
歌
安
川
兼
盛
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
六
八
［
後
朱
雀
・
主
基
・
屏
風
歌
丁
帖
「
晩
冬
」、
義
忠
］
一
六
九
後
日
参
入
音
声
長
等
山
兼
盛
有
家
集
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
七
〇
［
後
朱
雀
・
主
基
・
屏
風
歌
丙
帖
「
初
秋
」、
義
忠
］
一
七
一
［
後
朱
雀
・
主
基
・
屏
風
歌
甲
帖
「
暮
春
」、
義
忠
］
一
七
二
［
後
朱
雀
・
主
基
・
屏
風
歌
甲
帖
「
仲
春
」、
義
忠
］
一
七
三
楽
破
石
倉
山
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
七
四
あ
さ
つ
ま
の
み
ね
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
七
五
岩
く
ら
山
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
七
六
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
七
七
楽
破
松
崎
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
七
八
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
七
九
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
八
〇
退
出
音
声
玉
蔭
井
［
他
出
な
し
］
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一
八
一
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
八
二
せ
た
の
は
し
［
兼
盛
集
Ⅰ
］
一
八
三
お
も
の
ゝ
は
ま
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
八
四
い
は
し
ゐ
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
一
八
五
［
兼
盛
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
］
以
上
十
五
首
正
成
歌
歟
此
歌
七
首
在
能
宣
集
余
入
風
俗
之
外
也
一
八
六
主
基
他
資
料
を
参
照
す
る
と
、
明
ら
か
に
冷
泉
天
皇
時
の
大
嘗
会
和
歌
で
は
な
い
例
が
見
つ
か
る
。
一
六
八
・
一
七
〇
・
一
七
一
・
一
七
二
の
四
首
で
、
い
ず
れ
も
正
し
く
は
後
朱
雀
天
皇
時
の
主
基
方
の
屏
風
歌
（
三
五
六
・
三
五
一
・
三
四
四
・
三
四
三
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
後
人
が
誤
っ
て
補
入
す
る
な
ど
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
本
来
は
、
一
六
七
「
退
出
音
声
歌
安
川
兼
盛
」、
一
六
九
「
後
日
参
入
音
声
長
等
山
兼
盛
」、
一
七
三
「
楽
破
石
倉
山
」
と
続
い
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
一
六
七
の
次
に
一
首
、
一
六
九
の
次
に
三
首
補
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
一
七
三
以
後
に
つ
い
て
も
同
様
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
は
一
七
三
「
楽
破
石
倉
山
」、
一
七
七
「
楽
破
松
崎
」、
一
八
〇
「
退
出
音
声
玉
蔭
井
」
と
続
い
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
一
七
四
～
一
七
六
、
一
七
八
～
一
七
九
、
一
八
一
～
一
八
五
が
補
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
一
六
九
と
一
八
五
の
重
複
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
一
六
九
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
後
日
参
入
音
声
長
等
山
兼
盛
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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楽
浪
や
な
か
ら
の
山
の
な
か
ら
へ
て
久
し
か
る
へ
き
君
が
御
代
か
な
一
方
、
一
八
五
に
は
詞
書
が
な
く
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
さ
ゝ
な
み
の
な
か
ら
の
山
の
な
か
ら
へ
て
た
の
し
か
る
へ
き
君
か
御
代
か
な
部
分
的
な
表
現
の
相
違
は
あ
る
が
、
こ
の
二
首
は
同
じ
歌
と
見
て
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
重
複
現
象
は
、
一
八
五
が
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
一
八
五
を
含
め
て
、
一
七
四
以
下
の
補
入
の
可
能
性
が
あ
る
歌
は
、
い
ず
れ
も
兼
盛
の
家
集
（
Ⅰ
類
本
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
12
）。
こ
れ
ら
十
首
は
す
べ
て
、
兼
盛
集
か
ら
補
入
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
本
来
『
詠
歌
』
に
冷
泉
天
皇
時
の
悠
紀
方
の
歌
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
前
記
の
十
四
首
を
除
い
た
十
首
だ
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
最
初
の
見
出
し
「
悠
紀
風
俗
十
首
近
江
国
」
と
も
合
致
す
る
。
こ
こ
に
改
め
て
本
来
の
形
の
題
詞
と
作
者
名
を
掲
出
し
、
併
せ
て
、
三
名
の
詠
進
者
の
家
集
と
の
関
係
を
注
記
す
る
。
一
六
二
稲
舂
歌
野
洲
郡
元
輔
民
部
丞
清
原
（
家
集
な
し
）
一
六
三
神
歌
三
上
山
能
宣
神
祇
少
副
大
中
臣
（
能
宣
集
）
一
六
四
参
入
音
声
歌
打
出
浜
兼
盛
（
家
集
な
し
）
一
六
五
楽
破
歌
鏡
山
同
（
兼
盛
集
）
一
六
六
楽
急
歌
三
尾
山
元
輔
（
家
集
な
し
）
一
六
七
退
出
音
声
歌
安
川
兼
盛
（
能
宣
集
）
一
六
九
後
日
参
入
音
声
長
等
山
兼
盛
（
兼
盛
集
）
一
七
三
楽
破
石
倉
山
（
能
宣
集
）
一
七
七
楽
破
松
崎
（
能
宣
集
）
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一
八
〇
退
出
音
声
玉
蔭
井
（
家
集
な
し
）
「
稲
舂
歌
」「
神
歌
」「
参
入
音
声
」「
楽
破
」「
楽
急
」「
退
出
音
声
」
と
い
う
題
詞
は
、
前
代
の
村
上
天
皇
や
後
の
三
条
天
皇
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（「
楽
破
松
崎
」
は
「
楽
急
」
の
誤
り
か
）。
村
上
天
皇
の
時
に
始
ま
っ
た
十
首
の
組
織
は
、
冷
泉
天
皇
の
時
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
村
上
天
皇
や
三
条
天
皇
の
例
に
比
し
て
歌
数
が
二
倍
を
超
え
て
お
り
、
一
見
、
冷
泉
時
は
異
な
る
組
織
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
後
人
が
別
の
歌
を
補
入
し
た
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
十
首
の
作
者
表
記
と
、
こ
れ
ら
を
詠
進
し
た
は
ず
の
三
名
の
家
集
を
比
較
す
る
と
、
不
審
な
点
が
多
い
。
一
六
三
能
宣
、
一
六
五
兼
盛
、
一
六
九
兼
盛
の
三
例
は
、
作
者
名
の
と
お
り
に
そ
の
家
集
に
歌
が
入
集
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
六
二
元
輔
、
一
六
四
兼
盛
、
一
六
六
元
輔
の
場
合
は
、
そ
の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
に
見
え
な
い
。
一
六
七
兼
盛
に
至
っ
て
は
、
能
宣
集
に
そ
の
歌
が
入
っ
て
い
る
。
一
七
三
・
一
七
七
・
一
八
〇
の
三
首
に
は
作
者
表
記
が
な
い
。
勅
撰
集
な
ど
の
場
合
は
、
作
者
表
記
が
な
い
時
は
そ
の
前
の
最
後
に
記
さ
れ
た
作
者
表
記
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
六
四
「
兼
盛
」
に
続
い
て
一
六
五
「
同
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
例
が
存
す
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
、
勅
撰
集
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
三
首
に
つ
い
て
は
作
者
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
一
七
三
・
一
七
七
の
二
首
は
能
宣
集
に
見
え
、
一
八
〇
は
他
の
資
料
の
ど
こ
に
も
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
別
人
の
家
集
に
入
集
し
て
い
る
一
六
七
と
、
作
者
表
記
の
な
い
一
七
三
・
一
七
七
・
一
八
〇
の
四
例
に
つ
い
て
は
、
大
嘗
会
和
歌
の
詠
進
の
仕
方
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
作
者
名
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
、
作
者
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、『
詠
歌
』
編
纂
の
時
点
で
、
そ
れ
が
誰
の
歌
か
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
冷
泉
天
皇
時
の
詠
進
の
仕
方
を
考
え
る
と
、
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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形
式
が
固
定
し
た
後
の
大
嘗
会
和
歌
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、
院
政
期
の
『
袋
草
紙
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
問
題
と
し
て
い
る
冷
泉
天
皇
の
大
嘗
会
か
ら
は
二
百
年
近
く
時
代
が
下
っ
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
十
首
の
組
織
等
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
は
参
考
と
す
る
に
足
る
と
思
わ
れ
る
。
同
書
の
「
大
嘗
会
の
歌
の
次
第
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
13
）。
先
づ
国
よ
り
所
々
の
名
を
行
事
に
注
進
し
、
も
つ
て
作
者
の
許
に
下
す
。
作
者
は
便
宜
の
所
々
を
撰
び
お
の
お
の
禁
忌
を
避
く
べ
し
、
こ
れ
を
諷
詠
し
、
行
事
所
の
弁
に
た
て
ま
つ
る
。
風
俗
歌
を
も
つ
て
楽
所
に
下
す
。
こ
れ
を
も
つ
て
人
々
楽
を
作
る
。（
略
）
宮
内
少
輔
伊
行
云
は
く
、「
件
の
歌
先
づ
清
書
所
に
下
さ
れ
て
、
ま
た
三
通
を
書
き
弁
の
許
に
送
る
。
一
通
は
一
紙
に
稲
舂
歌
と
神
楽
の
両
首
を
書
く
。
一
枚
に
風
俗
歌
八
首
を
書
く
。
一
通
は
二
枚
に
屏
風
歌
十
八
首
を
書
く
。
な
ら
び
に
稲
舂
歌
を
下
に
下
し
、
風
俗
は
楽
所
に
下
し
、
屏
風
は
絵
所
に
下
す
」
と
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
。
ま
ず
斎
国
か
ら
地
名
が
注
進
さ
れ
、
作
者
は
そ
の
中
か
ら
良
い
地
名
を
選
び
、
歌
を
詠
作
し
て
、
清
書
所
に
提
出
す
る
。
清
書
所
で
は
、
稲
舂
歌
と
神
楽
歌
を
書
い
た
一
通
、
風
俗
歌
八
首
を
書
い
た
一
通
、
屏
風
歌
十
八
首
を
書
い
た
一
通
が
作
成
さ
れ
、
大
嘗
祭
の
行
事
（
責
任
者
）
に
送
ら
れ
る
。
行
事
は
、
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
を
書
い
た
一
通
は
「
下
」
に
下
し
、
風
俗
歌
は
楽
所
に
下
し
、
屏
風
歌
は
絵
所
に
下
す
。
楽
所
に
下
さ
れ
た
八
首
は
、
そ
こ
で
楽
が
新
作
さ
れ
た
。
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
歌
詞
の
み
が
新
作
さ
れ
、
楽
は
従
来
の
も
の
が
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
以
上
は
、
作
者
が
悠
紀
・
主
基
各
一
人
に
な
っ
て
か
ら
の
次
第
で
あ
る
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
三
人
で
詠
進
し
た
場
合
の
次
第
を
考
え
て
み
る
。
ま
ず
各
家
集
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
斎
国
の
う
ち
か
ら
良
い
地
名
を
選
び
、
十
首
程
度
を
詠
作
し
て
い
る
。
次
に
、
三
者
は
、
そ
れ
ら
を
行
事
に
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
14
）。
あ
る
い
は
、
清
書
所
に
送
る
と
い
う
一
段
階
を
踏
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
各
十
首
程
度
、
合
計
約
三
十
首
が
行
事
に
提
出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
後
、
風
俗
歌
八
首
は
楽
を
新
作
す
る
た
―16―
め
に
楽
所
に
送
ら
れ
、
稲
舂
歌
と
神
歌
（
15
）は
別
の
所
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
の
段
階
で
、
三
十
首
の
中
か
ら
十
首
が
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
十
首
の
選
定
に
行
事
所
の
弁
が
直
接
関
与
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
誰
か
に
指
示
を
仰
い
だ
の
か
は
不
明
。
選
ば
れ
た
八
首
と
二
首
は
そ
れ
ぞ
れ
紙
に
記
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
問
題
は
、
こ
の
時
、
選
ば
れ
た
一
首
一
首
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
大
嘗
会
の
儀
式
の
中
で
歌
謡
と
し
て
奏
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
楽
所
等
に
送
ら
れ
る
歌
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
詠
歌
』
を
ま
と
め
る
時
に
編
者
の
手
元
に
あ
っ
た
資
料
を
想
定
す
る
と
、「
稲
舂
歌
」「
神
歌
」「
参
入
音
声
」
等
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
事
の
所
で
歌
が
選
定
さ
れ
て
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
は
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
作
者
名
が
不
正
確
で
あ
っ
た
り
、
欠
落
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
の
理
由
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
一
部
に
正
し
い
作
者
名
が
あ
る
の
は
、
編
者
が
後
に
調
べ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
家
集
に
な
い
歌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
具
体
的
な
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
編
者
の
手
元
に
あ
っ
た
資
料
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
首
に
つ
い
て
も
、
そ
の
表
記
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
題
詞
の
記
事
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
ら
が
詠
進
さ
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
必
要
は
な
か
ろ
う
。
元
輔
の
二
首
が
元
輔
集
に
見
え
な
い
の
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
元
輔
集
は
本
文
的
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。
一
六
二
番
歌
は
稲
舂
歌
で
あ
る
が
、
兼
盛
の
稲
舂
歌
が
そ
の
家
集
に
存
す
る
の
に
対
し
て
、
元
輔
集
に
は
見
え
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
稲
舂
歌
は
当
初
か
ら
詠
進
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
家
集
に
そ
れ
が
見
え
な
い
の
は
、
実
際
に
は
詠
進
し
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
家
集
に
洩
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
一
六
六
元
輔
詠
や
一
六
四
兼
盛
詠
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
は
詠
進
し
た
が
、
た
ま
た
ま
家
集
に
は
洩
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
一
度
十
首
を
詠
進
し
た
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
―17―
が
、
後
に
詠
進
の
追
加
を
求
め
ら
れ
、
追
加
分
は
家
集
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
、『
詠
歌
』
の
冷
泉
天
皇
分
は
、
三
名
の
歌
人
が
詠
進
し
た
約
三
十
首
の
中
か
ら
行
事
が
選
ん
だ
「
稲
舂
歌
」
以
下
の
十
首
が
本
来
の
形
で
、
そ
れ
に
後
人
が
別
の
大
嘗
会
の
際
の
歌
や
兼
盛
集
所
収
歌
を
十
四
首
補
入
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
四
、
円
融
天
皇
時
の
大
嘗
会
和
歌
次
に
円
融
天
皇
の
分
を
検
討
す
る
。
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
二
十
一
首
に
上
る
の
で
、
こ
れ
も
、
和
歌
本
文
は
省
略
し
、
詞
書
・
作
者
表
記
・
他
出
文
献
を
ま
と
め
て
示
す
。
円
融
院
天
禄
元
年
十
一
月
廿
日
悠
紀
能
宣
一
八
七
稲
舂
歌
吉
田
郷
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
八
八
三
上
山
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
八
九
長
等
山
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
冷
］
一
九
〇
朝
日
郷
［
能
宣
集
Ⅲ
］
一
九
一
安
河
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
九
二
鏡
山
［
能
宣
集
Ⅲ
］
一
九
三
大
蔵
山
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
冷
］
一
九
四
石
倉
山
［
能
宣
集
Ⅲ
］
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一
九
五
松
崎
［
能
宣
集
Ⅲ
］
一
九
六
泉
川
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
九
七
い
ほ
井
か
は
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
冷
］
一
九
八
長
沢
池
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
一
九
九
大
蔵
山
此
山
以
前
在
之
可
尋
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
二
〇
〇
鏡
山
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
冷
］
二
〇
一
あ
さ
日
の
さ
と
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
冷
］
二
〇
二
玉
か
け
の
は
歟
さ
は
家
集
郷
也
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
冷
］
円
融
院
主
基
丹
波
能
宣
代
人
二
〇
三
さ
ゝ
れ
石
の
山
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
二
〇
四
千
と
せ
山
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
］
（
左
注
‥
此
歌
拾
遺
に
は
天
暦
元
年
大
嘗
会
能
宣
／
こ
と
し
よ
り
千
年
の
山
は
声
た
え
ず
君
が
御
代
を
ぞ
祈
る
べ
ら
な
る
／
能
宣
家
集
に
は
冷
泉
院
云
云
、
但
冷
泉
院
主
基
は
丹
波
也
、
此
集
失
歟
）
大
嘗
会
主
基
二
〇
五
明
石
浜
［
重
之
集
］
主
基
方
丹
波
国
二
〇
六
桑
原
郷
［
重
之
集
］
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
―19―
二
〇
七
代
人
高
階
明
頼
［
金
葉
集
］
右
の
う
ち
、
二
〇
三
番
以
下
の
五
首
は
主
基
の
歌
で
、
今
は
触
れ
な
い
（
16
）。
悠
紀
の
歌
と
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
十
六
首
を
問
題
と
す
る
。
こ
れ
ら
十
六
首
は
、
実
際
の
大
嘗
会
に
お
い
て
歌
謡
と
し
て
用
い
ら
れ
た
歌
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
は
、「
稲
舂
歌
吉
田
郷
」
と
い
う
題
詞
の
あ
る
一
首
目
を
除
い
て
、
二
首
目
以
降
に
は
「
神
歌
」「
参
入
音
声
」
等
の
題
詞
が
な
く
、
記
さ
れ
て
い
る
の
は
地
名
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
実
際
の
大
嘗
会
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
冷
泉
天
皇
の
そ
れ
の
よ
う
に
、「
神
歌
」
以
下
の
題
詞
も
記
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
首
目
「
名
に
た
て
る
よ
し
だ
の
さ
と
の
い
ね
な
れ
ば
つ
く
と
も
つ
き
じ
千
代
の
秋
ま
で
」
に
つ
い
て
は
、「
い
ね
」「
つ
く
」
と
い
う
語
を
含
ん
で
お
り
、
一
見
し
て
「
稲
舂
歌
」
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ら
、『
詠
歌
』
の
編
者
が
補
記
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
、
お
そ
ら
く
す
べ
て
能
宣
の
家
集
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
注
記
を
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
す
べ
て
の
歌
が
能
宣
集
の
Ⅰ
類
本
や
Ⅲ
類
本
の
所
収
歌
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
資
料
源
と
な
っ
た
家
集
は
、
現
存
の
能
宣
集
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
能
宣
集
は
三
系
統
に
分
類
さ
れ
、
大
嘗
会
和
歌
は
そ
の
う
ち
の
Ⅰ
類
本
と
Ⅲ
類
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
両
系
統
に
お
い
て
二
つ
の
重
要
な
相
異
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
Ⅲ
類
本
が
冷
泉
天
皇
時
と
円
融
天
皇
時
の
歌
を
区
別
し
て
載
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ⅰ
類
本
は
十
六
首
す
べ
て
が
あ
た
か
も
同
一
の
大
嘗
会
和
歌
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
Ⅲ
類
本
に
は
冷
泉
天
皇
の
十
首
と
円
融
天
皇
の
十
首
の
計
二
十
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ⅰ
類
本
で
は
、
ま
と
め
て
十
六
首
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
一
八
九
・
一
九
三
・
一
九
七
・
二
〇
〇
・
二
〇
一
・
二
〇
二
の
六
首
に
［
能
宣
集
Ⅰ
・
Ⅲ
冷
］
と
注
記
し
た
が
、
こ
れ
は
、
Ⅲ
類
本
に
は
冷
泉
天
皇
時
の
歌
と
し
て
載
り
、
Ⅰ
類
本
に
は
十
六
首
一
連
の
中
の
歌
と
し
て
載
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
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に
冷
泉
天
皇
時
の
大
嘗
会
和
歌
が
円
融
天
皇
の
そ
れ
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
元
と
な
っ
た
の
は
、
Ⅰ
類
本
の
よ
う
に
、
二
つ
の
大
嘗
会
和
歌
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
形
態
の
本
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
、
一
九
〇
・
一
九
二
・
一
九
四
・
一
九
五
の
四
首
に
［
能
宣
集
Ⅲ
］
と
注
記
し
た
が
、
こ
れ
は
、
Ⅰ
類
本
に
は
見
え
ず
、
Ⅲ
類
本
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
四
首
が
現
存
の
Ⅰ
類
本
か
ら
採
ら
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
Ⅲ
類
本
と
同
じ
よ
う
に
、
円
融
天
皇
時
の
和
歌
が
十
首
揃
っ
た
本
か
ら
採
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
資
料
源
と
な
っ
た
家
集
は
、
Ⅲ
類
本
と
同
じ
歌
数
す
な
わ
ち
二
十
首
を
収
め
て
い
る
が
、
十
首
目
の
次
に
「
の
ち
の
と
し
の
、
ゆ
き
の
か
た
に
た
て
ま
つ
る
」
と
の
記
事
を
持
た
な
い
形
態
の
本
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
編
者
の
拠
っ
た
家
集
は
二
十
首
を
収
め
た
本
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
採
ら
れ
て
い
る
の
は
十
六
首
で
あ
る
。
で
は
、
採
ら
れ
て
い
な
い
四
首
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
歌
か
。
現
存
本
の
Ⅲ
類
本
で
示
す
な
ら
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
つ
か
さ
き
ち
と
せ
ふ
る
ま
つ
か
さ
き
に
は
む
れ
ゐ
つ
ゝ
つ
る
さ
へ
あ
そ
ふ
心
あ
る
ら
し
（
二
三
四
）
や
す
か
は
や
す
か
は
の
か
は
へ
に
あ
そ
ふ
あ
し
た
つ
は
ち
と
せ
の
か
け
を
な
ら
へ
て
そ
み
る
（
二
三
六
）
み
か
み
の
や
ま
ち
は
や
ふ
る
み
か
み
の
や
ま
の
さ
か
き
は
ゝ
さ
か
へ
そ
ま
さ
ん
す
ゑ
の
よ
ま
て
に
（
二
三
七
）
い
は
く
ら
や
ま
う
こ
き
な
き
い
は
く
ら
や
ま
に
よ
ろ
つ
よ
を
は
こ
ひ
お
き
つ
ゝ
ち
よ
を
こ
そ
つ
め
（
二
四
〇
）
こ
の
四
首
は
、
す
べ
て
『
詠
歌
』
の
冷
泉
天
皇
分
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
の
冷
泉
天
皇
分
に
、
こ
の
四
首
以
外
に
能
宣
の
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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歌
は
な
い
。
つ
ま
り
、
資
料
源
と
な
っ
た
家
集
に
収
め
ら
れ
て
い
た
二
十
首
の
中
か
ら
、『
詠
歌
』
に
お
い
て
冷
泉
天
皇
時
の
歌
と
し
て
入
集
し
て
い
る
分
を
省
い
た
の
が
、
こ
の
円
融
天
皇
時
の
大
嘗
会
和
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
能
宣
集
の
Ⅰ
類
本
に
は
大
嘗
会
和
歌
の
最
初
に
「
冷
泉
院
の
御
時
大
嘗
会
の
悠
紀
の
歌
」
と
、
何
時
の
歌
か
を
明
示
し
て
い
る
が
、
Ⅲ
類
本
に
は
「
大
嘗
会
の
悠
紀
の
歌
た
て
ま
つ
れ
と
は
べ
り
し
に
」「
後
の
年
の
悠
紀
の
方
に
た
て
ま
つ
る
」
と
あ
る
の
み
で
、
何
時
の
大
嘗
会
の
そ
れ
か
は
明
記
し
て
い
な
い
。『
詠
歌
』
に
お
い
て
資
料
源
と
さ
れ
た
家
集
も
、
Ⅲ
類
本
と
同
様
に
、
何
時
の
大
嘗
会
の
歌
で
あ
る
か
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
書
の
編
者
は
、
そ
の
よ
う
な
形
態
の
家
集
に
お
い
て
四
首
が
す
で
に
冷
泉
天
皇
の
記
事
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
ら
を
除
く
十
六
首
を
円
融
天
皇
時
の
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
円
融
天
皇
時
の
大
嘗
会
の
悠
紀
方
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
能
宣
の
家
集
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
冷
泉
天
皇
の
際
の
大
嘗
会
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
四
首
は
除
か
れ
て
い
る
。
『
詠
歌
』
の
こ
の
円
融
天
皇
の
記
事
は
、
大
嘗
祭
に
際
し
て
詠
進
さ
れ
た
歌
の
実
態
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
は
い
な
い
。
冷
泉
天
皇
時
の
歌
を
六
首
も
載
せ
て
い
る
点
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
複
数
の
作
者
が
歌
を
詠
進
し
た
こ
と
は
、
拾
遺
集
に
能
宣
・
兼
盛
・
中
務
の
大
嘗
会
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
間
違
い
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
能
宣
集
所
収
の
歌
し
か
納
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
編
者
が
入
手
で
き
た
の
が
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、『
詠
歌
』
の
記
事
を
根
拠
に
、
円
融
天
皇
時
に
は
「
稲
舂
歌
」「
神
歌
」
等
の
組
織
立
っ
た
十
首
が
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
冷
泉
・
円
融
両
天
皇
の
悠
紀
方
の
風
俗
歌
を
詠
進
し
た
能
宣
の
家
集
を
見
る
と
、
二
つ
の
詠
進
歌
の
間
に
形
式
に
違
い
は
な
い
か
ら
、
複
数
の
作
者
が
そ
れ
ぞ
れ
十
首
程
度
詠
進
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
稲
舂
歌
」
以
下
が
選
抜
さ
れ
る
と
い
う
冷
泉
天
皇
時
の
制
作
方
法
が
踏
襲
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
円
融
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
が
本
来
の
形
で
残
ら
な
か
っ
た
の
は
、
詠
進
者
が
複
数
で
あ
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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三
条
天
皇
以
降
は
、
詠
進
者
は
悠
紀
・
主
基
各
一
名
と
定
ま
る
。
前
記
『
袋
草
紙
』
に
よ
れ
ば
、
詠
者
は
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
（
神
歌
）
を
一
紙
に
、
風
俗
歌
八
首
を
一
紙
に
記
し
て
、
大
嘗
祭
の
責
任
者
に
提
出
す
る
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
提
出
さ
れ
る
の
は
、
悠
紀
・
主
基
各
一
名
分
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
残
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
詠
進
さ
れ
た
歌
は
、
そ
の
ま
ま
行
事
の
許
か
ら
楽
所
な
ど
に
渡
さ
れ
る
。
楽
が
作
ら
れ
、
奏
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
作
者
名
は
示
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
作
者
は
一
人
な
の
だ
か
ら
、
自
ず
と
誰
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
複
数
の
作
者
が
詠
進
す
る
場
合
は
、
各
作
者
の
歌
が
い
っ
た
ん
責
任
者
の
許
に
集
め
ら
れ
、
責
任
者
が
選
歌
し
て
、
そ
れ
を
楽
所
等
に
渡
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
段
階
で
、
詠
進
し
た
歌
は
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
散
逸
し
や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
楽
が
作
ら
れ
、
歌
謡
と
し
て
奏
さ
れ
る
段
階
に
な
る
と
、
作
者
名
が
示
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
こ
れ
以
後
誰
の
作
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
五
、
拾
遺
和
歌
集
の
大
嘗
会
和
歌
以
上
、『
詠
歌
』
の
冷
泉
・
円
融
天
皇
の
記
事
内
容
を
検
討
し
て
、
両
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
詠
進
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
同
書
に
収
め
ら
れ
た
の
か
を
考
え
て
き
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
拾
遺
集
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
ず
詞
書
・
作
者
表
記
な
ら
び
に
他
出
文
献
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
論
点
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
和
歌
本
文
は
省
略
し
、
定
家
本
を
底
本
と
す
る
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
17
）に
拠
っ
て
、
詞
書
・
作
者
表
記
・
他
出
文
献
を
ま
と
め
て
示
す
。
五
九
八
安
和
元
年
大
嘗
会
風
俗
、
長
等
山
大
中
臣
能
宣
［
能
宣
集
Ⅲ
］
五
九
九
［
兼
盛
集
、『
詠
歌
』「
後
日
参
入
音
声
兼
盛
」］
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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六
〇
〇
岩
蔵
山
よ
み
人
し
ら
ず
［
能
宣
集
Ⅲ
、『
詠
歌
』「
楽
破
」］
六
〇
一
三
上
の
山
能
宣
［
能
宣
集
Ⅲ
、『
詠
歌
』「
神
歌
能
宣
」］
六
〇
二
よ
み
人
し
ら
ず
［
元
輔
集
］
六
〇
三
元
輔
［
元
輔
集
］
六
〇
四
大
蔵
山
能
宣
［
能
宣
集
Ⅲ
］
六
〇
五
水
尾
山
よ
み
人
し
ら
ず
［『
詠
歌
』「
楽
急
元
輔
」］
六
〇
六
鏡
山
能
宣
［
能
宣
集
Ⅲ
］
六
〇
七
松
が
崎
清
原
元
輔
［
能
宣
集
Ⅲ
、『
詠
歌
』「
楽
破
」］
六
〇
八
お
も
の
の
浜
兼
盛
［
元
輔
集
］
六
〇
九
天
禄
元
年
大
嘗
会
風
俗
、
千
世
能
山
能
宣
［
能
宣
集
Ⅲ
］
六
一
〇
弥
高
山
兼
盛
六
一
一
三
上
山
能
宣
［
能
宣
集
Ⅲ
］
六
一
二
岩
蔵
山
［
能
宣
集
Ⅲ
］
六
一
三
鏡
山
中
務
六
一
四
大
国
里
兼
盛
六
一
五
吉
田
里
［
能
宣
集
Ⅲ
］
六
一
六
泉
河
［
能
宣
集
Ⅲ
］
六
一
七
松
が
崎
［
能
宣
集
Ⅲ
］
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ま
ず
気
づ
く
の
は
、
作
者
表
記
と
家
集
と
の
齟
齬
で
あ
る
。
五
九
九
は
作
者
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
勅
撰
集
の
通
例
と
し
て
は
、
遡
っ
て
最
後
に
表
記
さ
れ
て
い
る
作
者
が
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
作
者
は
能
宣
と
い
う
こ
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
歌
は
兼
盛
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
六
〇
〇
は
よ
み
人
し
ら
ず
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
能
宣
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
六
〇
二
も
よ
み
人
し
ら
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
輔
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
六
〇
五
も
よ
み
人
し
ら
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
家
集
に
は
見
ら
れ
ず
、『
詠
歌
』
に
元
輔
詠
と
し
て
載
る
。
六
〇
七
は
元
輔
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
能
宣
集
に
入
っ
て
い
る
。
六
〇
八
は
兼
盛
と
あ
る
が
、
元
輔
集
に
入
っ
て
い
る
。
六
一
五
～
六
一
七
の
作
者
表
記
は
な
い
が
、
勅
撰
集
の
通
例
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
者
は
兼
盛
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
三
首
と
も
能
宣
集
に
入
っ
て
い
る
。
実
に
九
例
も
の
齟
齬
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
に
は
、
拾
遺
集
の
本
文
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
現
存
す
る
同
集
の
伝
本
の
ほ
と
ん
ど
は
定
家
本
で
あ
り
、
前
掲
の
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
含
め
て
、
現
在
一
般
に
読
ま
れ
て
い
る
の
も
同
系
統
の
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
、
堀
河
本
や
北
野
本
と
い
っ
た
異
本
も
わ
ず
か
な
が
ら
伝
存
し
て
い
る
。
定
家
本
と
北
野
本
の
作
者
表
記
を
比
較
す
る
と
、
次
の
三
点
に
違
い
が
あ
る
（
18
）。
六
〇
七
定
家
本
＝
清
原
元
輔
、
北
野
本
＝
作
者
表
記
な
し
六
〇
八
定
家
本
＝
兼
盛
、
北
野
本
＝
元
輔
六
一
五
定
家
本
＝
作
者
表
記
な
し
、
北
野
本
＝
能
宣
北
野
本
に
よ
れ
ば
、
六
〇
七
は
作
者
表
記
が
な
い
か
ら
、
六
〇
六
の
能
宣
と
同
じ
作
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
能
宣
集
に
入
っ
て
い
る
こ
と
と
の
齟
齬
は
な
く
な
る
。
六
〇
八
は
、
北
野
本
に
よ
れ
ば
元
輔
の
歌
で
あ
る
か
ら
、
元
輔
集
に
入
っ
て
い
る
こ
と
と
の
齟
齬
が
な
く
な
る
。
六
一
五
は
、
定
家
本
で
は
作
者
表
記
が
な
い
か
ら
、
六
一
四
と
同
じ
く
兼
盛
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
北
野
本
は
能
宣
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
家
集
と
の
齟
齬
が
な
く
な
る
。
六
一
六
・
六
一
七
は
作
者
表
記
が
な
い
か
ら
、
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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六
一
五
と
同
じ
く
能
宣
の
作
と
な
り
、
こ
れ
も
家
集
と
の
齟
齬
が
な
く
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
五
首
に
関
し
て
は
、
北
野
本
の
本
文
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
家
集
と
の
齟
齬
が
解
消
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
る
四
首
、
五
九
九
・
六
〇
〇
・
六
〇
二
・
六
〇
五
に
関
し
て
は
、
拾
遺
集
の
本
文
の
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
家
集
と
の
齟
齬
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
拾
遺
集
の
編
纂
に
関
わ
る
問
題
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
家
集
と
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
四
首
が
す
べ
て
安
和
元
年
の
冷
泉
天
皇
の
大
嘗
会
の
歌
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
大
嘗
会
和
歌
で
は
あ
る
が
、
冷
泉
天
皇
の
分
と
円
融
天
皇
の
分
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
冷
泉
天
皇
の
分
か
ら
検
討
す
る
。
冷
泉
天
皇
時
の
大
嘗
会
和
歌
十
一
首
は
ど
こ
か
ら
採
録
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
十
一
首
の
う
ち
六
〇
五
（
よ
み
人
し
ら
ず
）
以
外
の
十
首
は
三
名
の
作
者
の
家
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
十
首
は
各
家
集
か
ら
採
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
六
〇
〇
・
六
〇
二
が
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
家
集
か
ら
採
り
な
が
ら
、
誰
の
作
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
こ
の
場
合
、
意
図
的
に
作
者
不
明
と
す
る
事
情
も
想
定
で
き
な
い
。
拾
遺
集
撰
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
が
誰
の
歌
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
で
は
、
安
和
元
年
の
冷
泉
天
皇
の
大
嘗
会
に
詠
進
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
作
者
が
分
か
ら
な
い
歌
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
た
の
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
実
際
の
大
嘗
会
の
場
に
お
い
て
奏
さ
れ
た
稲
舂
歌
・
神
歌
・
風
俗
歌
は
作
者
名
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
で
あ
る
可
能
性
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、『
詠
歌
』
所
載
の
十
首
が
大
嘗
会
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
歌
で
あ
る
が
、
拾
遺
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
歌
で
そ
れ
と
一
致
す
る
の
は
五
首
（
五
九
九
・
六
〇
〇
・
六
〇
一
・
六
〇
五
・
六
〇
七
）
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
残
る
六
首
（
五
九
八
・
六
〇
二
・
六
〇
三
・
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六
〇
四
・
六
〇
六
・
六
〇
八
）
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
十
一
首
は
、
三
名
が
詠
進
し
た
歌
約
三
十
首
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、
歌
人
が
歌
を
詠
進
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
歌
が
歌
謡
に
作
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
想
起
し
た
い
。
ま
ず
、
作
者
と
し
て
選
ば
れ
た
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
斎
国
の
具
体
的
な
地
名
を
選
び
、
各
自
十
首
程
度
の
歌
を
詠
作
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
行
事
に
提
出
す
る
。
行
事
の
手
元
に
は
計
三
十
首
ほ
ど
の
歌
が
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
風
俗
歌
八
首
と
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
（
神
歌
）
各
一
首
が
選
ば
れ
、
風
俗
歌
は
楽
所
に
、
稲
舂
歌
と
神
楽
歌
は
「
下
」
に
送
ら
れ
る
。
八
首
が
一
紙
に
、
二
首
が
一
紙
に
記
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、
選
ば
れ
た
一
首
一
首
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
。
最
終
的
に
は
大
嘗
会
の
儀
式
の
中
で
歌
謡
と
し
て
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
楽
所
等
に
送
ら
れ
る
歌
に
作
者
名
が
記
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
よ
う
に
想
定
し
た
と
き
、
三
名
の
作
者
の
歌
が
す
べ
て
揃
う
の
は
行
事
の
許
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
拾
遺
集
所
収
歌
は
、
行
事
の
許
に
提
出
さ
れ
た
約
三
十
首
の
中
か
ら
採
録
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
三
首
は
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
さ
れ
、
実
際
の
作
者
と
異
な
る
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
事
の
手
元
に
あ
っ
た
約
三
十
首
の
歌
を
見
た
時
、
拾
遺
集
撰
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
誰
の
作
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
作
者
名
が
分
か
ら
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
そ
も
そ
も
三
名
の
歌
人
が
提
出
し
た
歌
に
署
名
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
元
輔
は
冷
泉
天
皇
の
大
嘗
会
に
際
し
て
悠
紀
・
主
基
両
方
の
歌
を
詠
進
し
た
が
、
悠
紀
国
の
近
江
と
主
基
国
の
播
磨
の
地
名
だ
け
を
差
し
替
え
て
、
ま
っ
た
く
同
内
容
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
例
は
、
大
嘗
会
和
歌
に
お
い
て
個
性
な
ど
と
い
う
も
の
は
求
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
詠
進
す
る
歌
に
作
者
名
は
記
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
十
分
あ
り
え
よ
う
。
正
し
い
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
の
は
、
拾
遺
集
撰
者
が
何
ら
か
の
事
情
で
、
た
ま
た
ま
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
憶
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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測
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
な
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
冷
泉
天
皇
の
分
と
比
べ
る
と
、
円
融
天
皇
分
の
九
首
と
家
集
と
の
関
係
は
単
純
で
あ
る
。
作
者
表
記
が
「
能
宣
」
と
さ
れ
て
い
る
六
〇
九
・
六
一
一
・
六
一
二
・
六
一
五
～
六
一
七
の
六
首
は
、
す
べ
て
能
宣
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
19
）。
し
た
が
っ
て
、
一
応
こ
れ
ら
は
能
宣
集
か
ら
採
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
冷
泉
天
皇
の
分
は
能
宣
集
か
ら
採
ら
れ
て
は
い
な
い
の
に
、
円
融
天
皇
の
分
だ
け
が
能
宣
集
か
ら
採
ら
れ
た
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
能
宣
集
の
現
存
伝
本
に
は
、
冷
泉
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
と
円
融
天
皇
の
そ
れ
と
が
区
別
で
き
る
本
と
で
き
な
い
形
態
の
本
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
、『
詠
歌
』
が
用
い
た
形
態
の
本
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
両
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
を
一
連
の
も
の
と
し
て
収
め
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
家
集
か
ら
、
円
融
天
皇
の
分
は
採
り
な
が
ら
、
冷
泉
天
皇
の
分
は
採
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
（
20
）。
そ
う
す
る
と
、
円
融
天
皇
の
分
も
、
冷
泉
天
皇
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
大
嘗
会
の
行
事
の
許
に
あ
っ
た
歌
か
ら
採
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
拾
遺
集
の
作
者
表
記
と
家
集
と
の
間
に
齟
齬
が
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
場
合
は
、
詠
進
さ
れ
た
歌
に
作
者
名
が
残
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
る
六
一
〇
（
兼
盛
）・
六
一
三
（
中
務
）・
六
一
四
（
兼
盛
）
に
つ
い
て
は
、
同
一
歌
を
収
め
る
他
資
料
が
な
い
の
で
、
採
録
事
情
を
推
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
能
宣
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
特
に
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
能
宣
・
兼
盛
・
中
務
の
三
人
が
提
出
し
た
歌
は
、
作
者
名
が
記
さ
れ
た
ま
ま
残
り
、
拾
遺
集
撰
者
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
拾
遺
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
冷
泉
天
皇
と
円
融
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
大
嘗
会
の
際
に
詠
進
さ
れ
、
行
事
の
許
に
残
さ
れ
て
い
た
歌
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
び
安
和
元
年
の
冷
泉
天
皇
の
大
嘗
会
の
悠
紀
方
作
者
は
元
輔
・
能
宣
・
兼
盛
の
三
名
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
首
程
度
の
歌
を
大
嘗
会
の
行
事
に
提
出
し
た
。
行
事
は
、
そ
れ
ら
三
十
首
程
度
の
中
か
ら
、
風
俗
歌
八
首
と
稲
舂
歌
・
神
歌
各
一
首
を
選
び
、
前
者
は
楽
所
に
、
後
者
は
「
下
」
に
下
し
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
嘗
会
の
場
で
歌
謡
と
し
て
奏
さ
れ
た
。
一
方
、
詠
進
者
は
自
分
の
手
元
に
も
歌
を
残
し
、
後
に
家
集
に
ま
と
め
た
。
主
基
方
に
つ
い
て
は
資
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
輔
は
そ
の
作
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
『
詠
歌
』
の
冷
泉
天
皇
分
に
は
、
当
初
、
大
嘗
会
で
奏
さ
れ
た
十
首
が
採
録
さ
れ
た
が
、
後
に
、
後
朱
雀
天
皇
時
の
大
嘗
会
屏
風
歌
の
四
首
と
、
冷
泉
天
皇
時
に
詠
進
さ
れ
た
兼
盛
詠
の
十
首
が
補
入
さ
れ
た
。
天
禄
元
年
の
円
融
天
皇
の
大
嘗
会
の
時
の
悠
紀
方
作
者
は
能
宣
・
兼
盛
・
中
務
で
、
冷
泉
天
皇
時
と
同
様
に
詠
進
し
、
歌
謡
と
し
て
奏
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
主
基
方
に
つ
い
て
も
資
料
が
乏
し
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
能
宣
は
主
基
方
の
作
者
も
兼
ね
た
と
見
ら
れ
る
。
『
詠
歌
』
の
円
融
天
皇
分
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
実
際
に
大
嘗
会
に
お
い
て
奏
さ
れ
た
十
首
で
は
な
く
、
能
宣
集
か
ら
採
録
さ
れ
た
十
六
首
で
あ
る
。
能
宣
は
冷
泉
・
円
融
両
天
皇
の
大
嘗
会
に
悠
紀
方
の
歌
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
十
首
程
度
を
詠
進
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
家
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
両
大
嘗
会
和
歌
を
区
別
し
な
い
で
載
せ
て
い
る
本
が
あ
り
、
そ
の
形
態
の
家
集
か
ら
、
冷
泉
天
皇
時
の
大
嘗
会
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
四
首
を
除
い
た
す
べ
て
の
歌
を
採
録
し
て
い
る
。
『
詠
歌
』
の
三
条
天
皇
以
前
の
記
事
に
つ
い
て
、
従
来
、
実
際
に
詠
進
さ
れ
た
歌
の
形
式
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
実
際
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
い
る
記
事
と
、
後
に
補
入
し
た
記
事
と
が
混
在
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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拾
遺
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
に
載
せ
る
二
人
の
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
は
、
大
嘗
会
に
お
い
て
楽
と
し
て
制
作
さ
れ
、
奏
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
作
者
表
記
が
実
際
と
異
な
っ
て
い
た
り
、「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
す
る
歌
が
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
、
詠
進
者
の
家
集
か
ら
採
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
嘗
会
催
行
の
責
任
者
の
許
に
提
出
さ
れ
た
三
人
の
詠
進
歌
約
三
十
首
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拾
遺
集
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
は
、「
神
楽
歌
」
と
い
う
集
名
と
大
嘗
会
和
歌
と
の
関
係
、
二
人
の
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
だ
け
を
二
十
首
も
採
録
し
た
撰
者
の
意
図
等
、
解
明
す
べ
き
問
題
は
少
な
く
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
得
た
の
は
、
拾
遺
集
所
収
の
大
嘗
会
和
歌
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
歌
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
拾
遺
集
に
採
録
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、
拾
遺
集
の
大
嘗
会
和
歌
全
般
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
、
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
注
1
金
葉
集
の
冬
歌
（
二
八
七
）、
詞
花
集
の
雑
下
（
三
八
三
・
三
八
四
）、
新
勅
撰
集
の
雑
歌
四
（
一
三
〇
四
）
と
い
う
例
外
が
あ
る
。
2
二
六
五
番
歌
。
詞
書
に
は
「
仁
和
御
時
、
大
嘗
会
の
歌
」
と
あ
り
、
歌
は
「
蒲
生
野
の
玉
の
緒
山
に
住
む
鶴
の
千
と
せ
は
君
が
御
代
の
数
也
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
仁
和
御
時
、
す
な
わ
ち
光
孝
天
皇
の
大
嘗
祭
の
悠
紀
は
伊
勢
、
主
基
は
備
前
で
あ
り
（
三
代
実
録
）、「
蒲
生
野
」
は
近
江
国
の
地
名
な
の
で
、
不
審
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
賀
所
収
歌
に
は
触
れ
な
い
。
3
八
木
意
知
男
『
大
嘗
会
和
歌
の
世
界
』（
皇
學
館
大
學
出
版
部
昭
和
六
一
）
序
章
「
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
」、
飯
島
一
彦
「
悠
紀
主
基
風
俗
歌
の
変
容
」（『
古
代
歌
謡
の
終
焉
と
変
容
』
お
う
ふ
う
平
成
一
九
）、
中
本
真
人
「
大
嘗
会
和
歌
の
神
楽
歌
と
清
暑
堂
御
神
楽
の
変
容
」（『
芸
文
研
究
』
一
〇
九
―
一
平
成
二
七
・
一
二
）
等
。
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4
前
掲
八
木
著
、
藤
岡
忠
美
ほ
か
『
袋
草
紙
考
証
歌
学
篇
』（
和
泉
書
院
昭
和
五
八
）
参
照
。
5
「
大
嘗
会
屏
風
歌
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五
五
巻
四
号
昭
和
五
三
・
四
）。
6
本
書
の
書
名
は
、
最
初
に
全
文
が
翻
刻
さ
れ
た
『
神
道
大
系
文
学
編
三
神
道
和
歌
』（
平
成
元
）
に
は
「
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
」
と
、『
新
編
国
歌
大
観
第
十
巻
』（
平
成
四
）
に
は
「
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
本
の
外
題
に
は
「
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
（
自
承
和
至
寛
延
）」
と
あ
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
」
と
記
す
。
以
下
、
同
書
の
引
用
は
神
道
大
系
本
に
よ
る
が
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
統
一
し
た
。
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
用
い
る
。
7
花
山
・
一
条
両
天
皇
時
の
歌
人
数
は
、『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
の
第
二
部
「
大
嘗
会
和
歌
作
者
例
」
に
よ
る
。
8
前
記
注
3
の
飯
島
・
中
本
論
文
等
。
9
主
基
方
に
つ
い
て
は
、
残
存
す
る
歌
が
少
な
く
、
詠
進
事
情
不
明
。
10
元
輔
・
兼
盛
・
能
宣
各
集
の
伝
本
の
分
類
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
解
題
に
よ
る
。
以
下
、
引
用
・
歌
番
号
も
同
書
に
よ
る
。
11
「
践
祚
大
嘗
祭
儀
上
」
の
「
か
つ
舂
き
か
つ
歌
え
」
と
あ
る
記
事
の
割
注
に
「
歌
詞
は
そ
の
時
こ
れ
を
制
れ
」
と
あ
る
。
引
用
は
、
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
訓
讀
註
釋
儀
式
踐
祚
大
嘗
祭
儀
』（
思
文
閣
出
版
平
成
二
四
）
に
よ
る
。
12
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
一
七
四
＝
『
兼
盛
集
』
Ⅰ
類
本
一
一
五
〈
歌
番
号
は
以
下
同
〉、
一
七
五
＝
一
一
三
、
一
七
六
＝
一
一
四
、
一
七
八
＝
一
一
一
、
一
七
九
＝
一
一
〇
、
一
八
一
＝
一
〇
九
、
一
八
二
＝
一
〇
五
、
一
八
三
＝
一
〇
六
、
一
八
四
＝
一
〇
七
、
一
八
五
＝
一
〇
八
。
13
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
九
藤
岡
忠
美
校
注
『
袋
草
紙
』（
岩
波
書
店
平
成
七
）
に
よ
る
。
14
『
小
右
記
』
長
和
元
年
八
月
十
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
安
和
度
の
悠
紀
の
行
事
は
右
少
弁
菅
原
輔
正
で
あ
る
。
15
「
神
歌
」
と
「
神
楽
歌
」
に
つ
い
て
は
、『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
に
よ
れ
ば
、
村
上
天
皇
時
は
「
風
俗
神
歌
」（
主
基
）、
冷
泉
天
皇
時
は
「
神
拾
遺
和
歌
集
・
巻
第
十
「
神
楽
歌
」
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
（
深
津
）
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歌
」（
悠
紀
）、
三
条
天
皇
時
は
「
神
歌
」（
悠
紀
）・「
神
楽
歌
」（
主
基
）、
後
一
条
天
皇
時
は
「
神
楽
歌
」（
悠
紀
）・「
神
歌
」（
主
基
）、
後
朱
雀
天
皇
時
は
「
神
歌
」（
悠
紀
）・「
神
歌
」（
主
基
）、
後
冷
泉
天
皇
時
は
「
神
楽
歌
」（
悠
紀
）・「
神
歌
」（
主
基
）、
後
三
条
天
皇
時
「
神
楽
歌
」（
悠
紀
）・
「
神
楽
歌
」（
主
基
）
と
、
後
三
条
天
皇
以
前
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
後
三
条
天
皇
以
後
は
、
す
べ
て
「
神
楽
歌
」
と
な
る
。
後
三
条
天
皇
以
前
、
両
者
の
間
に
区
別
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
中
本
（
注
1
論
文
）
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
米
山
敬
子
「
神
歌
」
と
「
御
神
楽
」
と
」（『
日
本
歌
謡
研
究
』
四
〇
号
平
成
一
二
・
一
二
）
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
御
神
楽
」
の
一
部
に
「
神
歌
」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。
米
山
の
指
摘
や
後
三
条
天
皇
以
後
す
べ
て
「
神
楽
歌
」
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
神
歌
」
も
清
暑
堂
御
神
楽
に
お
い
て
奏
さ
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
16
主
基
方
の
歌
と
し
て
載
る
五
首
の
う
ち
、
二
〇
三
・
二
〇
四
は
能
宣
集
所
収
、
二
〇
五
・
二
〇
六
は
重
之
集
所
収
で
、
そ
れ
ら
の
家
集
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
七
は
金
葉
集
か
ら
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
重
之
は
主
基
方
の
歌
人
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
重
之
の
大
嘗
会
和
歌
は
拾
遺
集
に
一
首
も
入
集
し
な
か
っ
た
。
そ
の
詳
し
い
事
情
は
不
明
。
17
小
町
谷
照
彦
校
注
『
拾
遺
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
平
成
二
）。
18
片
桐
洋
一
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
校
本
編
伝
本
研
究
編
』（
大
学
堂
書
店
昭
和
四
五
）
に
よ
る
。
19
六
首
の
う
ち
、
六
〇
九
の
み
は
主
基
方
の
歌
で
あ
る
。
20
能
宣
集
の
Ⅰ
類
本
は
、
拾
遺
集
撰
者
と
目
さ
れ
て
い
る
花
山
院
に
献
上
さ
れ
た
系
統
の
本
で
あ
る
。
拾
遺
集
撰
者
が
こ
の
能
宣
集
を
資
料
源
と
し
な
か
っ
た
事
情
は
不
明
。
（
ふ
か
つ
む
つ
お
・
皇
學
館
大
学
文
学
研
究
科
教
授
）
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